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生活科 

 

 

 

伊藤 将記 

１ 生活科における主眼について 

 

 

 

〇 主眼１の作り方の例 

主眼１  ～は，～ということに気付くことができるようにする。 

【第２学年単元「とび出せ！町の たんけんたい」における，主眼１(知識及び技能の基礎)の主眼の例】 

①内容の焦点化（単元）                  ②内容の焦点化（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 主眼２の作り方の例 

主眼２  ～について，～を表現したり交流したりして，～を考えることができるようにする。 

【第２学年単元「とび出せ！町の たんけんたい」における，主眼２(思考力，判断力，表現力等の基礎)の主眼の例】 

 ①生活科の特質から         ②内容から（単元→本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科における授業づくりのポイント 

 

生活科では，授業の主眼を二つの観点から書きます。一つ目は，内容（特に何に気付くのか）【知

識及び技能の基礎】です。二つ目は，その内容（気付き）を捉えるための見方や考え方，活動【思考

力，判断力，表現力等の基礎】を書きます。 

私たちが通っている附属小学校の周りにある花屋，パン屋，ラーメン屋，菓子店で働いている人は，様々な

ものを使いながらそれぞれの商店ごとに違った仕事をしているということに気付くことができるようにする。 

町探検で訪れた商店の中で見付けた｢もの｣や，働いている｢人｣の様子について絵や言葉，動作で表現したり

交流したりして，私たちの町で働いている人が携わっている仕事について考えることができるようにする。 

③子供の実態から 
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２ 生活科における単元指導計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活科における一単位時間の学習過程について 

 

 
 
〇 一単位時間の学習過程（波線は，ICT活用） 

４ 生活科の学習過程における ICTの活用について ※ ICTの活用が目的にならないように気を付ける。 

 

 

 

 

 

 

段階 子供の活動 〇教師の具体的支援 

導

入 

 

○ 前時までの気付きや単元を貫く思いや願いを想起

し，本時学習のめあてについて話し合う。 

 

 

 

○ 前時までの気付きや単元を貫く思

いや願いを想起させるために，前時ま

での活動の写真や動画を板書や学習

者用端末を活用し視覚的に提示する。   

展

開 

○ (単元の中での本時の位置付けに応じて)思いや願

いに基づいた活動の見通しをもつ。 

 ※ 単元初めは，見通しが明確ではない活動や体験

が多いため，この段階に重きは置かない。 

○ 思いや願いに基づいて活動を行う。 

○ 対象への気付きを交流し，それらを分類したり，

関連付けたりする。 

 
 
 
 
 
 
  

○ 子供が好奇心や探求心を発揮しなが

らも安全に活動させたり気付きの交流

をスムーズにさせたりするために，活動

のきまりや約束を確認したり，気付きの

記録方法を確認したりする。 

○ 友達の気付きを取り入れたり自他

の気付きを結び付けたりさせ，気付き

の量を高めさせるために，気付きを共

有し，分類する場を設定する。  

終

末 

○ 学習内容を振り返り，今後の対象への関わりに対

する意欲を膨らませる。  

○ 単元を貫く思いや願いを意識させ

るために，板書や流れ図を提示する。 

生活科では，活動や体験を通して得た気付きを，言葉・絵・動作などによって表現し交流しながら

気付きの自覚を図って確かな認識にしたり，気付きの量を増やしたりして高めていきます。 

めあて （思いや願いに基づいた活動）～しよう。 

まとめ  □□は…である（…することができた）。 

自分の気付き 友達の気付き 

気付き１ 

生活科では，具体的な活動や体験を通して単元全体で気付きの質を高めていくことが大切です。 

 生活科では，学習対象に対する思いや願いをもち，その思いや願いに基づいて活動や体験を行う中

で｢対象の存在（固有の特徴）｣，｢対象の特徴（固有の特徴同士の関係性）｣，｢対象の価値（本質的な

価値，自分との関わり）」へと気付きを高めていくことができる単元指導計画を立てます。 

※「とび出せ！町の たんけんたい」における単元指導計画の概要 

  

共有・参考・比較 

気付き３ 気付き２ 気付き４ 

【気付きの分類】 

【導入】  

前時までの板書や流れ

図を学習者用端末やモニ

ターに提示し，これまで

の活動や気付きを振り返

るために活用する。 

【展開】  

・対象への気付きを記録（活動を

写真や動画で撮影，学習カード

を保存）するために活用する。  

・気付きを交流する際に，全体で

共有するために活用する。 

【終末】  

自分の働きかけの変容や，

対象からの働き返しの変容を

写真や動画で振り返り，本時

学習における自分自身の成長

に気付くために活用する。 


